
























































































体では 1236 点中 13 件の 1.1％、近世だけに限っ
ても 2％未満だが、妻木町においては棟札だけで

























































































































































































































を付け始め、その 4 年後にあたる弘化 2 年（1845）
2 月に手斧始めを行っているので、この時点から
製材が始まったのであろう。契約時期は不明だが、
手斧始めから 1 ヶ月後の 3 月付けで大工から仕
様書が出されている。ここまでに手付金 30 両と





















































































報「今昔日記」41　1965 年 5 月 18 日付掲載記事）
































④ 妻木八剣神社拝殿（150 頁写真図版 8）
　八剣神社は旧妻木村内の島ごとに祀られている
社の一つで、鍛冶ヶ入・掛花の両島を氏子として











3 月および 6 月には八幡神社穀蔵土蔵改修などの
作事も子息米次郎と共に従事している。























































































































































































































































































7 － 1. 崇禅寺鐘楼門正面（土岐市妻木町） 7 － 2. 崇禅寺鐘楼門側面
8. 八剣神社拝殿（土岐市妻木町） 9. 安昌寺山門（長久手町）
嘉永 7 年（1854）
知多郡片名村大工　磯部甚吉郎重房建立
文久 3 年（1863）
山口村大工　大津磯右衛門重嗣・
切山村大工　斎藤桂助永寛建立
